
変形性ひざ関節症治療では、消炎鎮痛薬やヒアルロン酸注射などの

保存療法と、人工関節手術の中間的な治療となります

再生医療をはじめます

～ PRP療法/APS療法 ～
2023年3月 開始予定

入院や手術の必要はなく、外来（予約日）当日の治療となります

ご自身の血液を少量採血のうえ、院内で加工後、関節に注射する流れ

となります

くわしくは

裏面参照



✓ PRP療法/APS療法は再生医療のひとつで、日本では

再生医療等安全性確保法のもと、特定認定再生医療

等委員会審査を通過し、再生医療等提供計画が厚労

省に受理された、県下でも数少ない医療機関でのみ

提供できる全額自費診療の治療です。

再生医療 PRP療法/APS療法

松本 祐希

人工関節センター長

ＡＰＳ療法は、
次世代のＰＲＰ療法と言われ、

ＰＲＰをさらに加工し、炎症を

抑えるはたらきをする「抗炎症

性サイトカインや成長因子」を

濃縮したもの

ＡＰＳ（自己たんぱく質溶液）

を抽出、このＡＰＳを関節など

へ注射することにより、ＰＲＰ

療法より長期的に継続する組織

の修復効果・抗炎症効果が期待

される治療です。

✓ 関節・腱・靭帯などの痛みに対応

整形外科外来受診のうえ、医師にご相談ください。


